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科学の常識で地球温暖化問題を考える連載講座 第 27回

「温暖化対策をしないと、大変なことになる！」というシミュレーションで、政府は随分と国民を怖がらそう
としてきた。

例えば、環境省にこんなコラムがある：

コラム：2100 年未来の天気予報
環境省では、現状を上回る温暖化対策を取らなかった場合の予測に基づき、「2100 年未来の天気予報」という

動画を作成しています。

https://www.env.go.jp/policy/hakusyo/r01/html/hj19010201.html

さてこれはシミュレーション計算に基づいたものだ。文末の拙著に書いたように、このシミュレーション自体
が、そもそも過去をろくに再現できていないようなものなのだが、それ以前に、この「温暖化対策を取らなかっ
た場合」の計算の前提となる「SSP5-8.5 シナリオ（以下単に 8.5 シナリオと書く）」の CO2 排出量予測が多すぎる、
という指摘は以前からあった。

そして今回、それを IPCC が認めたという大ニュースが流れた。

温暖化予測の前提は不合理だったと IPCCが認めた
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